
資料２

国内のユネスコ関連教育事業の
動向と今後の取組
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資料２

ユネスコスクールネットワークの活性化と活動の深化に資する情報収集・共有の促進を図るため、加
盟校の教職員ら教育関係者を主な対象とした全国大会を開催。

○日時：２０２５年１２月６日（土）
○場所：上智大学（オンラインで同時配信）
○大会テーマ：ユネスコスクールの目指す教育と学びー2023年ユネスコ教育勧告から考えるー
○参加者数：399名（対面329名、オンライン70名）
○開催概要
・午前中は、基調講演として、上智大学の杉村学長より、2023年ユネスコ教育勧告の原案作成に携わった
際のご経験や、この勧告に込められた思い等についてご紹介いただいた後、ユネスコスクールの教員・生
徒を交えてパネルディスカッションを行った。
・午後はユネスコスクールの教員・生徒によるポスターセッションが行われ、全国から19の学校が参加し日
頃の取組成果を発表した。続いて行われた分科会は、2023年ユネスコ教育勧告、国際交流、地域連携、
生徒向け企画（国際理解）、AIとESD、をテーマとして５会場に分かれ議論が行われた。

ユネスコスクール全国大会

今年度文部科学省として実施した取組①
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今年度文部科学省として実施した取組②

ユネスコ未来共創プラットフォーム事業「ユネスコ活動に関する調査研究」において、ESDや2023年
ユネスコ教育勧告の国内普及をテーマに公募を行い、以下の事業を実施した。

○事業タイトル：「ユネスコ教育勧告」普及のための教材開発・次世代ユース支援・ネットワーク構築
○受託団体：学校法人 聖心女子学院 聖心女子大学
○事業概要：2023年ユネスコ教育勧告に関するカード型教材の開発を始めとした普及活動を展開し、
勧告の諸原則等を実装化していく
○主な取組と今後の普及方策：
・2023年ユネスコ教育勧告に関するカード型教材、リーフレットの作成
・ユネスコスクール全国大会でのカード型教材を活用した分科会の開催
※上記分科会にはオンラインも併せて74名が参加

・2023年ユネスコ教育勧告普及のための教員研修動画作成、シンポジウム開催 等

○事業タイトル：アジア太平洋地域における気候変動教育の教員研修プログラムのモデル開発
○受託団体：国立大学法人 岡山大学
○事業概要：アジア太平洋地域13か国※のユネスコスクール、ESD及び気候変動教育の拠点大学・
機関、ユネスコ地域事務所の連携により、気候変動教育の教員研修プログラムを開発・実践・評価し、
同地域で通用し汎用可能なプログラムのモデルを開発する。
○主な取組と今後の普及方策：
・気候変動教育の教員研修プログラムの開発・実施
・気候変動教育の授業のモニタリング
・開発した教員研修プログラムのガイド（手引き）の作成、ユネスコスクールへの周知 等

※参加国：日本、中国、インド、インドネシア、フィジー、カザフスタン、キルギス、ラオス、マレーシア、モンゴル、フィリピン、韓国、ウズベキスタン

ESDや2023年ユネスコ教育勧告の国内普及

３



今年度文部科学省として実施した取組③

ユネスコスクールの理念や活動方針の理解促進、実践事例の共有、ユネスコスクール加盟校間及び
関連団体等との交流やネットワーク強化を目的として、地方セミナーを開催。

○第１回：２０２５年９月２０日（土）＠福岡教育大学

参加者数：69名（対面30名、オンライン30名）

関連団体からの参加： JICA九州、九州地方ESD活動支援センター、

阿蘇ジオパーク推進協議会

○第２回：２０２５年１１月１５日（土）＠岡山大学

参加者数：108名（対面64名、オンライン44名）

関連団体からの参加：岡山ユネスコ協会、JICA中国、中国地方ESD

活動支援センター、Mine秋吉台ジオパーク推進協議会

○第３回：２０２６年１月３１日（土）＠東北大学

参加者数：81名（対面42名、オンライン39名）

関連団体からの参加：仙台ユネスコ協会、JICA東北、東北地方ESD

活動支援センター、栗駒山麓ジオパーク推進協議会、只見町ブナセンター（ユネスコエコパーク）

ユネスコスクール地方セミナー
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• 世界遺産：26か所
• ユネスコ無形文化遺産：23件
• ユネスコ世界ジオパーク：10か所
• ユネスコエコパーク：10か所
• ユネスコ創造都市：12か所
• 世界の記憶：国際登録9件、地域登録1件
• ユネスコスクール：1,083校

洞爺湖有珠山世界ユネスコジオパーク

世界文化遺産 富士山－信仰の対象と
芸術の源泉

ユネスコスクールでの国際交流

無形文化遺産 西馬音内の盆踊（風流踊りの一つ）

〇国内のユネスコ関連資源を一覧できる日本地図ポスター
 を作成。今後、地方自治体やユネスコスクール等に配布
 予定。

〇ユネスコスクール以外の学校においても、地域学習や探
究活動の素材として、各地域の実情に応じてご利用いた

 だけるよう、特設サイトからダウンロードして活用が可能。

今年度文部科学省として実施した取組④

５



ユネスコ関連資源やユネスコにおける取組を

国内の教育で活かしていくための方策（案）

（１）ユネスコ関連資源を用いた学びの促進

世界遺産や無形文化遺産、ジオパーク、エコパーク、創造都市など、国内に存在する
ユネスコ関連資源を全国の学校で教育活動に取り入れることで、資源の持続的な発展
にも資する。

そのため、こうした資源を教育現場で活用しやすくするよう、各自治体や関係団体、学
校等が作成している実践的な教材や好事例に関する情報をポータルサイト上に収集・
整理し、他の地域の教育関係者がアクセスできるようにしていく。

（２）ユネスコにおける取組の国内展開

ESDや2023年教育勧告など、ユネスコにおける最新の教育動向を分かりやすく国内に
還元し、学校や自治体が理解を深め、活用できるようにする。

・ユネスコ／日本ESD賞やSEAMEO-Japan ESD Awardの受賞校と日本の学校の連携

 について検討。

・聖心女子大学が調査研究事業の一環で作成した2023年教育勧告に関するカード型

教材等をユネスコスクール全国大会で配布、また、ウェブサイト上で公開。

今後、教員研修のための動画の作成、シンポジウム開催等を行う。
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（参考）日本のユネスコスクールの活動

ユネスコスクールの主な活動分野及び活動校数

近年では世界180か国で約10,000校がASPnetに加盟。日本国内の加盟校数は1,083校（2025年9
月現在）で世界最多。世界全体の約1割を占め、多種多様な活動が行われている。

（「ユネスコスクール公式ウェブサイト」加盟校情報 主な活動分野より抜粋）

（複数選択可）

1 環境 465校

2 国際理解 318校

3 持続可能な生産と消費 280校

4 人権 271校

5 減災・防災 260校

6 平和 262校

7 世界遺産・無形文化遺産・地域の文化財等 249校

8 福祉 239校

9 文化多様性 228校

10 生物多様性 211校

11 食育 196校

12 気候変動 154校

13 エネルギー 141校

14 海洋 137校

15 ジェンダー平等 137校

16 健康 132校

17 貧困 103校

18 グローバル・シチズンシップ教育 100校

19 その他の関連分野 71校

20 エコパーク 42校

21 ジオパーク 38校
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